
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

財
　
源

 前年度までは、町内を中学校区ごとの2つの生活圏域に分けて、2つの社会福祉法人に業務を
委託しておりましたが、１つはその業務を包括支援センターに包含させ、1ヶ所のみ社会福祉法人
に委託いたしました。
　介護保険に関する相談や在宅介護についての総合的な相談業務を行い、高齢者本人や介護
者である家族等からの様々な相談に応じ、アドバイスを行いました。また、高齢者宅を訪問し、現
在の健康状態や介護の必要性等の調査のための高齢者実態把握を行いました。

どのような成果が現れます（現れました）か？

在宅介護に関する総合的な相談に応じることで、介護等に関するニーズに対応する各種サービスに
繋げることができる。また、高齢者の実態把握をすることで、サービスを必要としている利用者の掘り
起こしができる。

在宅サービスについて身近な施設で相談できることで、介護保険や在宅介護についての理解が深
められました。また、実態把握では、各家庭を訪問して調査することで、本来介護を必要としているの
にサービス利用につながっていない方の掘り起こしや、介護予防が必要と思われる方への各種教室
等の啓発にもつながりました。

指　標 目　標　値 達　成　値

細　節 金　額

事務事業名

細　節

委託料

在宅介護支援センター事業費

実
績

担当部課 住民生活部　健康福祉課
担　当 社会福祉

サブリーダー 吉葉恵子

計
画

社会福祉法人に委託し、高齢者や介護者及びその家族等に対し在宅介護に関する総合的な相
談サービスを行う。また、あわせて高齢者の実態把握（訪問調査）を委託する。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

実態把握数 400件 572件

委託料 2,800,000

金　額

特　記　事　項

これまで2箇所あった在宅介護支援センターを、1箇所は西地域包括支援センターに包含させ、1箇所と
した。

2,000,000

2,000,000

特　記　事　項

特　記　事　項

在宅支援センター運営委託＠2,000,000×1法人

2,250,0002,800,000

受益者負担金

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業
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事業の分類 既存事業

予算科目
コード

金　額

委託料 2,250,000

流用額

計

差引（一般財源）

細　節

その他の特定財源

国庫支出金

予算現額

県支出金

地方債

決　算 決算額

予
　
算

当初予算額

補正予算額

2,000,000

計　画

2,250,000

2,250,000

実　績

2,000,000

0

2,800,000

0


